
加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 県施行街路事業
部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

基 本 目 標 ０４快適なまち

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３幹線道路・港湾機能の充実

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 08 

項 05 

目 05 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
地方財政法第２７条第１項

現 状 と 課 題

事業者である兵庫県が、確実に事業進捗を図っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

兵庫県

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

工事負担金を支出する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

兵庫県実施の街路事業の進捗を図る。

276,920339,886200,339

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債 251,800

一 般 財 源 25,120

財　

源　

内　

訳

□拡充

負担金の適正な執行により、円滑に事業推進が図られた。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 276,920

そ の 他 特 財

令和11年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

土木費

都市計画費

街路事業費

街路事業

715



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 県施行街路事業
部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

件

対 象 指 標 名

兵庫県 111

成 果 指 標
分 析 結 果

確実に負担金の執行を行っている。

負担件数 件 111

活 動 指 標
分 析 結 果

令和３年度は、事業者である兵庫県に対して工事負担金を執行し
た。

負担済件数

目 標 値

1

目標年度

令和11
年度

111

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 神吉中津線道路改良事業
部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

基 本 目 標 ０４快適なまち

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３幹線道路・港湾機能の充実

事 業 実 施 期 間 平成19年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 08 

項 05 

目 05 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
都市計画法、道路法

現 状 と 課 題

令和６年度末の事業認可期限に進捗率を上げるため事業を推進しているが、完
成には至らないため、事業認可の延伸が必要である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川地区、加古川西地区の周辺住民及び道路利用者（車両、市民等）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

令和６年度末の事業認可期限に進捗率を上げるため、道路改良を行う。令和３
年度は用地取得、物件補償、道路改良工事を行った。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

中心市街地への交通の流入を容易にするとともに、加古川渡河部の慢性的な交
通渋滞の解消を図る。

872,999661,660896,077

国 庫 支 出 金 342,195

県 支 出 金

地 方 債 482,700

一 般 財 源 48,104

財　

源　

内　

訳

□拡充

予算の適正な執行により円滑に事業推進が図られており、事業認可期間内での
完成に向け、特定財源等、確実な財源確保を維持する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 872,999

そ の 他 特 財

令和6年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

土木費

都市計画費

街路事業費

街路事業

717



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 神吉中津線道路改良事業
部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

％

％

％

対 象 指 標 名

事業進捗率 453733

成 果 指 標
分 析 結 果

令和６年度末の事業認可期限までに事業進捗率を上げるため、事業を推進している。

事業進捗状況 ％ 453733

活 動 指 標
分 析 結 果

令和３年度は用地買収１３３．２０ｍ２、物件補償２件、道路改
良工事を行った。

事業進捗率

目 標 値

100

目標年度

令和6年
度

453733

取得土地率 100令和6年
度

979793

物件移転率 100令和6年
度

1009794

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

％

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 中津水足線外１線道路改良事業
部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

基 本 目 標 ０４快適なまち

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３幹線道路・港湾機能の充実

事 業 実 施 期 間 平成13年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 08 

項 05 

目 05 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
都市計画法、道路法

現 状 と 課 題

令和３年度で当該事業範囲の用地取得、物件補償は概ね完了しており、令和５
年度の完成に向け、道路改良工事を行う。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川地区の周辺住民及び、道路利用者（車両、市民等）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

令和５年度末全線供用を目指し、道路改良を行う。令和３年度は、土地取得、
物件補償、道路改良工事を行った。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

中心市街地へ集中する交通量を効率的に分散させ、交通渋滞の緩和を図るとと
もに、歩行者、自転車の通行の安全を図る。

1,071,006594,022456,810

国 庫 支 出 金 391,328

県 支 出 金

地 方 債 594,200

一 般 財 源 85,478

財　

源　

内　

訳

□拡充

予算の適正な執行により円滑に事業推進が図られており、事業認可期間内での
完成に向け、特定財源等、確実な財源確保を維持する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,071,006

そ の 他 特 財

令和5年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

土木費

都市計画費

街路事業費

街路事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 中津水足線外１線道路改良事業
部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

％

％

％

対 象 指 標 名

事業進捗率 959178

成 果 指 標
分 析 結 果

早期事業効果の発現を見据え、令和５年度末全線供用を目標として、事業を推進している。

事業進捗状況 ％ 959178

活 動 指 標
分 析 結 果

令和３年度は、道路改良工事を行った。

事業進捗率

目 標 値

100

目標年度

令和5年
度

959178

取得土地率 100令和5年
度

999999

物件移転率 100令和5年
度

10010099

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

％

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 港湾振興及び保全対策事業
部 局 名 建設部

課（室）名 治水対策課

基 本 目 標 ０４快適なまち

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３幹線道路・港湾機能の充実

事 業 実 施 期 間 昭和49年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 08 

項 04 

目 01 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

別府地区と尾上地区の港湾があり、現在、東播磨港湾計画（平成１０年改定）
に基づき浚渫や防波堤整備が進められている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

港湾利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

港湾の清掃活動などを通じて各種港湾関係団体との連携を深める

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

港湾施設の快適な利用と、東播磨港の安全・振興を図る。

463493560

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 463

財　

源　

内　

訳

□拡充

港湾整備の充実は東日本大震災以降、特に関心が高まっており、東播磨港の整
備を促進するうえで、継続していくことが妥当である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 463

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

土木費

港湾費

港湾管理費

港湾振興及び保全対策事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 港湾振興及び保全対策事業
部 局 名 建設部

課（室）名 治水対策課

キログ
ラム

対 象 指 標 名

別府港及び尾上港 002

成 果 指 標
分 析 結 果

毎年同じ位の人数で行っており、一定の水準を維持しており、妥当なものと考える。ただ
し、令和2年度及び3年度は、コロナ禍により事業を中止した。

港湾清掃参加者 人 00247

活 動 指 標
分 析 結 果

港湾の安全や景観を維持するため町内会・漁業組合・市職員等が
協力し、港湾の清掃を行っており、活動として妥当なものと考え
る。ただし、令和2年度及び3年度は、コロナ禍により事業を中止
した。

収集ごみの量

目 標 値

1,500

目標年度

令和8年
度

0015,000

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

地区

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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